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ノ4PoliticalR)〃zα%06の 問 題

LaurenceSterneに お け る《書 くこ と》 の は じま り

坂 本 武

O

LaurellceSterne(1713-1768)のTristramε 励 に至 る前史は,

1759年 の 一 月,ε 励 第一巻 の 執筆 直前 に 発表 された 諷刺 的作 品,A

PoliticalRomcdtce(『 権争 物語』)の 成立過程を 探 る ことに よって,概 ね

その内容を知 ること力咄 来 る。但 しAPoliticalRomance(以 下Romance

と略 記)の 世界が ε励 の世界 のminiatureで あ って,Romanceの 自然

な発展ヵミ即 ち ε肋吻 の世界 で あ ると云ふ訳 ではない。 この二作 品はそ

もそ も同列 に扱ふ ことが困難 なほど,そ れ ほど3勵 の世界は独 自であ

るか らであ る。然 しLaurenceSterneの 形 成に於て このRomanceの 果

た した役割 は決定 的Y'重 要で ある。 すべ ての作 家に於 て,そ の処女 作が作

家 の根本的問題 の萌芽を持つ とい う意味 に於 て さ うで あ るや うY'。

従来 この ・,に 対 して与へ られた評価 は,Sterneの 作 家的才能 の

発見 の鍵 とな った と云ふ点 と,こ の物語 の発想をSwiftのATuleofa

Tub(『 桶 物語』1704)やNicolasBoileauのLeLutrin(『 見 台物語』

1674)に 借 りている ことか ら分 るや うY',Sterneの これ ら 諷 刺的作 家 と

の近親性 とい う二点におい て大体 なされ て来た と云へ る。小論 の課 題は こ

れ らの評価 の内実 を探 ること,そ してRomanceに 対 して も う一つの評 価
　 　

を与 へ ることで あ る。 この後者 の問題はSterneに お け る笑ひY'関 は るこ

とであ る。
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APolticalRomanceの 問 題

1

Ro鰄06を 書 いて ゐるSterneは 云 はば未成の作家であ って,未 だ この

Yorkの 教 区牧師 の頭 の中にはShandyHal1の 世 界は創 られ ては ゐない

と考へな くては な らない。Stemeの 仕 事 は,Tristramや 父Walter,

UncleToby,CorporalTrim,Yorick等 々 と云 った愛す べ き人 物達 を

Shandy且allY'寄 び 集めて活躍 させ ることではな くて,Yorkあ た りの教

区で説教 をし,教 会 におけ る裁 判を司 ることであ る。Sterneは25才 で ヨ

ー クシャーのSutton-in-the-Forestの 教 区牧師 に任ぜ られ ,以 後29才 で

Suttonに 近 いStillingto皿;⑱ 教区牧 師を兼任,こ れ と前 後 して 「治安判

事」 とな り,37才 の時,「 巡回裁判説教」 をした り.38才(1751年)の 時

「ピカ リング ゜ポヅ ク リン トン特殊 法廷主教代理」(TheCommis§aryship

ofthePeculiarCourtofPickeringandPocklington)と い った 要職 に

任ぜ られ てゐ る。5勵 を書 くまで のSterne、 は 教会人 としてそ の地 位

と地方 的名声 を次第 に 上 げて,ArchbishopofYorkを 勤 めた 曾祖 父

RichardSterne(1596?=1683)の 威 光 もあってYork地 方 の名士 として

概 ねその職務に忠実であ った と思はれ る。Sterneの 職 務内容は 受持 ちの

教区を巡回 して説教す るこ と,教 会 の もう一つ の重要 な機能で あった とこ

ろの教区内におけ る事件 の 裁判処理 に 当 ることで あ った。Ecclesiastical

judgeと してのStemeは 遺 産 の証 明や,非 国教徒の集会許可,床 尉 こ安

.息 日の営業を許す こと,農 夫に対す る教会払込金の要 求,不 法 な結 婚を し

葬牧 師や,卜教 会の補修を怠 った地主 たちに対す る懲戒,な どをその 勤め と
(1)

していたが,中 で最 も多かったのは女性の不義密通事件であった。被告は

独身のものが多 く,そ れらは,孕 んだ子の父親の名を云はぬ不逞の女や,

或ひはその父親の名を云ひあてることも出来ぬ,頭 の足 りない不身持の女

大低はvenerealで あった一 などであ,7た。 被告は有罪を宣告され

ると,公 衆の面前で悔い改めのための 「告白」 をしなけれぽ ならなかっ

た。 もしこれを拒めぱ破門宣告(excommunication)を 受けた。この 「告

白」の犠式は今では完全に廃された,恐 らくは中世にその源を持つ奇妙な
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APolilcalRomanceの 問 題

や り方で な され た とされ てゐる。治安判事 としてのSterneは そ の処理 し

た事件約60件 の内 ただ二件 のみが応訴 された と云はれ るほど概 ねfairな

扱 い方を した。密通事件 の裁判の中 のゴっのエ ピソー一ドはJaneHarbotle

め事 件で あ る0こ め女 は金 も無い一種の変賓者(moronic)で,三 人 目の

私生児を生 ん℃告訴 され,Sterneは これに罰金を命 じ嫡 ミ,実 さいには

この憐れ な女か らは何 も取 り上げなかった。激 会 がそれ を暗黙 の内に許 し

てもゐたか らであ る。従 っ'てこれはSterneのhumaneな 個 人 的感情 を

物語 るエ ピ ソー ドであ るが一 この女はASentimentalJourneyの 中 の狂

女Mariaの イ メージを持たないであろ うか一,ま た当時の教会 の情況

の一端を も物語 ってゐ ると云へ るも ド

王政復古 後のSterneの 頃 に至 る間の教会内部は,地 位昇 進や告訴 もみ

消 し等のた めの贈収賄 の横行が 目にあまった と云 はれ る。僧職 は要 す るに

一つ の職業 であ り
,終 生 の生活保障が或 る地位(例 へば このRomanceに

於 て2主 人 公Trimと し て登場 させ られ,擲 揄嘲弄 の 的に され るDr.

FrancisTophamと い う人物が求めた 「代理牧 師」等 のpatentも それで

ある)に よって得 られ るとなれ ぽ,そ のだめ の画索を 労す るのは人情で あ

った と解すべ きで あろ う。そしてその ようなambitionの た めに教会内部

での勢力争 いが持 ち上 が ったの も成 り行 きで あったで あろ う。 か うした教

会 内部が激 しい世俗化 の波を被 ってゆ く過程をわれわれ は近代化 と云ふ言

葉で ひとまつ了解 してをか う。 当時 の教会 内部 の,即 ちSterne・ が 職業人

として生 きでゐた世界 の了解事項 の多 く:はわれわれ の 目には もはや 隠され

て しまってゐ るに違 いないか らであ る。

教会人に とって昇進 は要 す るに生 きがひであ った。Sterneも また この

昇進欲か ら自由で はあ り得なか った筈で あ る。即 ちRomanceを 書 ぐきっ

かけ とrな・りた教会 内の勢力争 ひにSterneが 加 は った 背景には,Steme

自身 の論争好 きの性格 の他に,彼 の牧 師 としての地位昇 進への政治 的動機

や野心が働い てゐた もの とも見 られ るので ある。Sterneだ け がfairな 身

過をや っ.てゐた訳 では・なか った ことについては 次 のや うな,A.H.Cash

の,笑 ひの消滅 といふ 現象 とか らみ 合 はせた評 言が あ って 参考にな る。
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即 ち,

Sternehimselfeventuallydecidedthathehadbeenunfair.Thelaughterat

lawyersanddignitariesinTristramShandystopsafterVolumeIV,which

appearedinJanuary1761,0nlytwoyearsaftertheRomance.InDecemberof

thatyear,whenhewaspreparingtogoabroad,Sternewroteanotetohiswife

inwhichheaskedhernottorepublishAPoliticalRomanceafterhisdeath二

"IhavehungupDrTopham
,intheRomance‐inaridiculouslight‐(2)

wch,uponmySoulInowdoubt,whetherhedeservesit."

然 し興 味 深 い こ と は,SterneがTristramswayの 作 家 と な っ て か ら

(即 ち1759年 以 降)は,教 会 の 方 の 勤 め は 代 理 に ま か せ てYorkを 離 れ

る こ とが 多 くな っ て を り,そ れ に つ れ て 宿 病 め 喀 血V'襲 は れ る や う に も な

っ て ゐ る こ と で あ る。Stemeは 時 に46才 で あ り,遅 い 作 家 的 出 発 で は あ

っ た が,こ の 時 期 か ら 彼 の 生 き る こ と と書 く こ と と が 本 質 的 な 関 は りを 持

ち 始 め て 来 た の だ と 解 す べ き で あ ら う。 現 実 か ら のretireと 肉 体 の 崩 壊

と を 引 替 へ に し てSterneに お け る く 書 く こ と 〉 が 始 ま っ た の だ と 云 へ

る 。 伝 記 的 な 事 実 を さ らY'云 へ ぽ,こ の 時 期 か ら,か ね て 不 仲 だ っ た 妻

Elizabethは 精 神 異 常 を 来 た し 正 常 な ・夫 婦 生 活 を 営 め な くな り,ま た 母

Agnesと 叔 父Jaques(Sterneは こ の 叔 父 と も確 執 が あ っ た)が 相 次 い で

亡 くな る と い ふ こ とが あ り,Sterneのmelancholyは い や 増 し,同 時 に

所 謂Sterneの 「恋 愛 遊 戯 」flirtationへ の 誘 惑 も そ の 反 動 と し て 強 ま っ た ・

で あ ら う。 だ が これ ら の 個 人 的 ・気 質 的 体 験 が 彼 の く 書 く こ と 〉 の 上Y'意

味 を 持 ち 始 め る に は 少 し くRomanceの 出 現 は 早 す ぎ た と 云 へ る で あ ら う。

II

Romanceが 以上 に述 べたや うなSterneの 永 い教会人 としての公 的経験

の中から以外に生れや うが無かった ことは確 かで あ る。 即 ちRomctitceは

教 会内部 の地位 ・権力争いか ら生 まれて来た諷刺 的pamphletで あ って,

そ の きっかけは外在的で ある。Stemeは これを 外 的必然に よって 書か さ

れた と見た方が よいで あら う。以下はそ のRomance執 筆 までの現 実の経

過の大略であ る。
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教会 の内 紛 の発端 はRomanceが 出た12年 前 に さか のぼ る。即ちSte血e

の大学時代 の友人にJohnFountayneと いふ のがを り.,1747年 「首席司

祭」Deanに 任 命 された。その頃か ら この司祭 とArchbishopofYorkで

あ 。たDr.H・tt・ ・ と・・ふ人物 との間に大聖堂 の説教壇 の 「ヵ遡 の。と

で対立 が起 こ り,Sterneは この時Fountayne司 祭 の側 についた。その

二年後 の1751年 にSterneは 前述 した 「ピカ リソグ ・ボ ク リン トン特 殊法

廷主教代理 」 の二つ の地位 に,Fountayneの 配 慮に よって 着 くことにな

る。 ところ で ここにFrancisTophamと いm心 的 な 教会弁護士 が い

て,以 後 の 「事件」 の中心人物 となるので ある。彼 はSterneが 「代 理牧

師」の地位 を得た ことについて,Fountayne司 祭 は じつは 自分(Topham)

に そ れ らを 約束 してゐたのにその約束 を裏切 った といふ噂を流す
。二,三

ケ月後あ る酒商 のYork駐 在 に因んで晩餐会 が開かれ,そ の場 にFoun-

tayneの 一 派 もDr。TophamもStemeも,そ の他参事会員達 も出席 し

た・ この席上FountayneはTophamを 「吊るしあげ」 に し,確 か に約

束は したが,そ の後 ある人 のため に件 の 「司教代理」 の地位 は却下 したの

であ り,又 「代理権」を与へ るのは私 の義務で はない と釈 明,Tophamの

云 ひ分 を くつがへ してや り込 め,`Scoundrel'呼 ぼ は りさへ す るといふ 次

第にな った。Sterlleは 未 だこの時 はこの騒 ぎを面 白がって 眺 めてゐる傍

観者にすぎない。事件はDeanの 方 がTophamを 黙 らせて一応 ケ リが

つ き,以 後 の七,八 年間Yorkの 宗教 界には 事件 らしい 事件はない
。

SterneはSutton-in-the-Forestの 牧 師館で比較的平穏 な生活を した と思

はれ る。一方Tophamの 方 は この恨 みを忘れ るこ とは なか.った と思はれ

る。 ・

以上 の事件がRorkeの 中 では 「半 ズボン」`Anold-cast-Pair-of-

black-Plush-Breeches'(つ ま ・りtheCommissaryship6fthePeculiar

CourtofPickering&Pocklingtonを 指 す)を め ぐる争 ひ として扱 はれ

てゐる ものであ る。

扨てSterneにpamphletを 書 かせた事件 は次 のや うな次第に よる。即

ち前 の事件 の六年後1757年 にArchbishopofYorkがDr.,Huttonか ら
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APolitcalRomanceの 閙 題

Dr,Gilbertと 云 ふ人物 に代 る と,Tophamが 再 び活躍 を始 め,こ の新 し

いArchbishoPに 取 り入って世話 をや いた り,DeanFountayneの 一 派

はqueerな 連 中だ から気をつけ るや うに,な ど と おせ っかいを云ふ 。 こ

れはつ ま.りTophamに 下 心 があったので,彼 は 自分 の息子 のために 「財

務裁判所及び遣言事件 裁判所の代理」(theC・mmissaryoftheExchequer

&PrerogativeCourts)のpatentsを 取 ってをか うとしたのであ る。 気 の

弱 いDr.Gilbertは 翌1758年Tophamの 申 し出を受け,つ い承知 してし

まふが,あ とで このことを疑いは じめ る。Romaazceで は このpatentは

厂外套」`Watch-Coat'と し て,Dr.Gilbertぽ`theparson'と し て,前

のDr.Huttonの`thelateparson'と は 区別 されて登場す るもので あ

る。 この新 しい大 司教 は,こ のpatentはDeanと 参 事会の同意無 しに は

与へ られ ない ので はないか と考へ,Tophamの 申 し出の問題V'つ いて明

確 にす るた めDeanとTophamそ の他 の人 々を呼 んで協議をす る。 そ

の結果Tophamが 申 し出たや うに件の.patentの 世 襲は許 されず,一 代

限 りとす ることが決定 され る。 この前にTophamは 旧敵 のDeanに 働

きかけて今 度のpatentの こ とは よろし く頼む とい った こ とを 恥 知 らず

に も 云 らて ゐ るがFountayneは 冷 た く これ を 断はって ゐ る。 これ で,

Topha皿 は 息子のため のpatentが 取 れな くな った訳で,七 年前の恨 み ご

とも重 なってつひY'こ の野心家はpamphlet合 戦 の 口火を 切 ることにな

る。 この論争 の中で出されたpamphletsは 三 つで ある。それ らの題 名及

び出版期 日は次のや うであ る。((1)一(3)ま で の時間 的開 きが少い ことY'注

意。)

(1)Dr.FrancisTophamの も の:ALETTERAddress'dtothe

ReaerendtheDEANofYork;lnwhichisgioenAfullDetailofsome

veryextraordiruzryBehaviourofhis.inrelationtohisDenialofa

Promise.madebyhimtoDr.TOPHAM.

(December11,1758)

(2)Dr.JohnFoulltayneの も の:.・4πANS「WERToALETTER

、鋤ess'o「totheDEAハ 厂(ゾYORK,Inth彡 ハSAME〔 ゾP乳 丁OP翩M・
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(December24,1758)

(3)Dr:Topha11の も の(nosign):AREPLYTOT朋ANSWER

TOALETTERLatelyaddressedtotheDEANOFYORK.

(December.26,1758)

こ の 最 後 のTophamのpamphletの 中 で,二(2)の`nervelessprose'は

`theChildandOffspringofman
yParents'で あ る と,そ の 「全 然 な っ ・

て ゐ な い 文 章 」 が 合 作 で あ る こ とを す っ ぱ ぬ い て,そ の 「親 」の 一 人 に

Sterneの 名 を 挙 げ た こ とか らSterneも 黙 っ て を れ な くな り,『Topham

に 対 す る 反 駁 のpamphletを 書 く こ と に な っ た の で あ る。 他 な らぬ そ れ

が,年 が 明 け た1月20日 に 出 され た こ のAPoliticalRomance,Addressed

To-,Esq;ofYork.TowhichissubjoinedctKEY.(January2Q,

1759)で あ る 。 こ の タ イ トル の 下 に は 次 の よ らなepigraphが 付 され て ゐ

る。 二

``Ridiculumacri/FortiusetmeliusxnagnasplerumqueSEC3t
res."(笑 ひは大事

(4)
を円満に解決するに当って諷刺の辛辣なるに優る」,

このHoraceの 言 葉がSterneの く 書 くこと〉 の最初 の姿勢を云はぽ決定

づけた と云 って よい。Romanceを 書 くに至 つた動機 はTopham攻 撃 と去

ふ ことV'あ ったが,彼 はいつ の間にかsatireよ りはburlesqueに,fact

よ りはfictionに,つ ま り,面 白おか し く語 るその語 りといふ こと自体に

関心 を向けてゐた。例へぽ,後 で一言 す るよ うにRomcbaceの 中 の1`The

key"の 部 分 では もはや 相手攻撃 の諷刺 の 意 図は の りこへ られて ゐて,

Shandyの 基 調であ る登場人物達 の 「意見」に よるextravaganzaとhum・

ourの 表 出にSterneの く 書 くこと〉は行 き当 ってゐ ると云へ るか らであ

る。

Sterneの 関 心はそ のや うな方向に 向いてゐたが,3㎜66の 諷 刺の効果

は予想以上に上が って,そ の諷刺が きぎす ぎたためY',相 手 のTopham

に は,も しこれを公表 しない と約束 すれぽ 自分 の これ迄 の云ひ分 は と り消

す,と 云はせ,m方 教会 の当局方Y`も,こ の公 表に よって教 会内部の腐

敗 の印象を世 聞に与へ るとい う危 惧を抱 かせ ることにな り,当 局か ら出版
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を見合 はせ るや う説得を受け る。Sterneは 結 局 これを受入れ,五 百部 ほ

ど刷 られてYorkの 本 屋 に出回 ってゐた分 も印刷 屋の残部 も回収 され て

つ ひに焚書 の憂 き 目を見 るこ とに なるが,こ の うち四部だけはか ら うじて

残 り,Stemeの 死 後 これは 丁加HistoryofuWatch-Coat(『 夜 番外

套物語』)と 改題 されて出版 され るこ とにな る。 また この焚書で もって論

争 に ピ リオ ドが うたれた ので あ る。

ところでSterneは 自分 の書 ぎ物が与へた効果 の大 きさに 自信 を得,こ

れ 以後彼の血 の中にはく書 くこと〉の悪魔 が入 り込 んで しまふ ので あ る。

つま り,驚 くべ きことに,SterneはRomctizceの 事 件の直後,1759年 の 一月

の末の十 日間の間に もうTristrdmShandyの 執 筆 に と りかか って を り,

六 月には第二巻 の草稿を仕上 げてゐ る。 この ε肋吻 へ至 る前史を飾 る最

後の十 目間の ことについてわ れわれは,そ の極めて短時 日の間にSterne

の 内 部に急 激な集中力が生 じてShandyの 世 界がimageを 結 んだのであ ら

うと推測す ることが出来 るだけで ある。或 ひは,1759年1月 の終 りの10日

閭に突如LaurenceSterneVこ 於 てく書 くこと〉が真に つ まり彼の本

来的 な生 と 書 くとい う行為が 抜 きさしならぬ 関 は り方を もって 始 ま

り,そ の く 書 くこと〉 がTristramε 肋 吻 その他の人物 とその周 りの

ShandyHallの 世 界に 遭遇 した のだ と 云へや うか。 この十 日間 こそは

Sterneが 未 成の作 家か らShandyの 作 家へ と変身 す る 時期で あ って,

Romdmceは そ のさいの強 い外 的 うながし とな り,そ して結論 を先に 云へ

ば,HOraceの 言 葉に見 られ る〈笑ひ〉の精神の,書 く行為 の中で の発見

こそがその さいの内的 うなが しとなったのでは あるまいか。

III

以 上 見た のはRomanceの 成 立過程で ある。 では,紙 数が限 られてゐ る

が,次 に この作品 の形式 と意味に関 して若干 の考察を加へたい。

Romanceの 全 体 の構成は次 の五つ の部分か ら成 ってゐ る。即ち,

(1)"APoliticalRomance"

(2)"Po5'5吻 ♂"
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(3)"TheKe.1'　

(4)"T° ‐=,Esq;°fY°rk"

(5)"ToDr.TolihccYrt"(Jan.20,1759)

どい ふ順序 であ る。主要 な眼 目は勿論(1)の 「ロマン ス」に置かれ てゐ る。

(4)(5)は1月20日 印刷 屋に渡す直前Y'書 いた実 際の手紙で あ り,(4)は 印刷屋

のCaesarWard宛,(5)は 見 る通 りTopham宛 で:ある。(1)(2)も5嗜 簡の

形 式を取 ってを り,(3)だ け が客観描写 に よるstoryで あ る。(1)(2)で これ

まで述 べて来 た教 会内部での争 いを寓意形式で諷刺 してゐる。 こ こでは現

実 の事柄か ら外れて寓意化 された人物 ・物 は描 かれ てゐない。つ ま りそれ

らの間G'は 明確な対応が 出来てゐ る。 い まそれを 示す と以下 の や うにな

る。上段は 実際の人 々,下 段はRomanceの 中 の人物 であ る。現 実め人間

たちが寓意 の世界では,場 所 まで も含め て,す べ てdegradeさ れ てゐ る

ことに注意 すべ きで ある。

Dr.FrancisT°pham

(Churchlawyer)▼Dr.J°hnF°untayne(theDeanofYork)

y:・Sterne-

(theArchbishopofYork)

Dr.Hutton-1751.

{Dr.JohnGilbert-1757.
・place;theChapterHouseandtheMinsterYazd,York

↓臨 &麟 綱 ▼ 搬 幗

(thelateparson

thepazson

・place;acountryparish

XLorrySlim
anunluckyWight

こ のR鰄oθ がdegradationに よ るallegoryで あ る 例 は こ の 他 に も,

例 へ ぽTophamが 息 子 の た め に 狙 っ たpatentの 事 件 の 場 合,`patent'→

・WatchCoat'
,息 子Edward→ ト リ ム の 妻,`theComissaryoftheExch-

equerandPrerogativeCourts'→ ペ チ コ^rと ジ ャ ケ ッ ト と 云 っ た 図 式 に

も 見 られ る 。
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(3)はYorkの あ る小 さな政治 クラブで(1)の 「ロマンろ」 が 読 まれ,そ

こにゐ る種 々の階層の者 たちが これ について得 手勝手 な 自由な連 想の まま

に各 々のopinionsを 披 露 してわる場面 の 描写で:あP・ その'humorous

なextravagarlza風 の`discommunication'の 有 様はす でに充分 にspy

の 世界 を予想 させ るもの として重要 であ ら う。 しか しこの描写 の主体 は 明

示 され ては ゐない。swayに お け るTristramが 不 在 であ ると云 った風

で ある。見方を変へれば(1)に 於 てく書 く行為〉 は 「他者攻撃用pa皿phlet」

といふ前提条件 を与 へ られてゐ る。 ところが(3)に 於 て,そ のよ うな条件 は

もはや考へ られ て妹 ゐず,〈 書 く行為〉は 自由な展開の場を虚構 の中 に獲

得 してゐる と云 ふ ことが出来 る。

Romanceの 構 成に於 ては統一視点はな く,形 式 も自由であ って,実 際

の手紙を作品 として組み入れ るとい った破格を 行 ってゐ る。而 もSteme

(6)は 自 ら
これを一 コの作品 として見 なす ことを確認 してゐた,そ れ も`curi-

ousPattern'の もの として。 この破格 な構成を充分 に意識 してゐ る裏には

Sterneの 道 化 ぶ りを うかがふ ことが 出来 るのではあ るまいか。 そ こには

明 らかに諷刺の意図 よ りは笑ひの意図があ るで あら う。

形式 の問題を ま とめる と,題 としてつけた"APoliticalRomance"は

もはや中世風冒険譚 の二xア ン.スとは無縁であ って,"TheKey"で 使 はれ

て ゐる意味を考へ る と,そ れは`allegory'に 近 い乏 考へ られ る。 しか し

・11・g・・yを ・教訓 白勺鰍 鉢 来的に持 ・た宗教1道 鮒 鹸 とし拷 へ る

と,そ のジャ ソルか らこのRomanceは 少 し外れ る。 この作品の基調 は笑

ひ の意図を持たせ られた その語 り口にあ って,教 化韵 と云ふ よ りは道 化的

(自意識の舞踏 としての道化ぶ りが発展 してゆ くのはShandy,,Tourneyの

方 であ ることは 勿論 の こととして)で あ る か らであ る。'し か しRomance

に お け る笑ひは調和 を意 図された ものではな く,そ れは他者攻 撃用の武器

としてむ しろ意 図され てゐる。笑ひが諷刺の武器 として使 はれてゐるので

ある。 全体 として 見れぽRomanceの 意 図はや は り諷刺 に あ るので あっ

て・ しか しその意図 がhumourの 表 出に よって和 らげ られて し葦ふ とい

ふ点Y'こ の作品 の特質 があるのであ る。
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Ro繍 露 一に 却げ る諷 刺の方法 は前述 した如 くdegradation'の 方 法であ

るが,結 局 この ことは,greatに 見 へ るものが じつはslnal1な ものV'過 ぎ

ない と云 ふ,世 界を相対的に見 るSterneの 認 識 を示す ものであ り,こ の

ことと彼 のhumourの 精 神及びphilosophyoflaughterと セま無縁で はな

い。Stemeの 諷 刺はSwift流 に 弾劾的で絶望的 ・破壊 的ではな くて,そ
匸-(Z)

の背 後 には`smilinggenerosity'が 隠 きれ てゐる。それがRo駕 伽06の や

うな他者政 撃用のpamphletの 場 合で も,そ のど こか に顔を出すので あ

・観St
erneに とって諷刺 とは 馳comedyで あ って,彼 は この世界 のtrifle

なlabsurdな もの 昌Tri血 が 懸命 に求 めた地位 も又 さ5で あるY'

よ っ七 人間 が如何に 誤 りや すいかを 絶望せずに 見 てゐ る。 はじめの引用

(註2)に あ げた箇処 の最後 の手紙 の文旬は,彼 が1761年 大 喀血を して転

地療養 のたあ犬陸旅行を決意 し,宙 外で死ぬ事態を考へて妻に書 いた遺書

の一節であ るが,引 用部分 の文脈 とは切 り離 して考へ て見れぽ,要 す るに

彼 は常Y'云 はば死者の側に立 って物を見 るや うになってゐたので はあるま

いか。そして さらV'Romanceの 扉Y'付 され たHoraceの 言 葉 それは

その ままTristramS勵 の精 神で ある ば このこ とのmanifestと し、

て読め るので はあ るまいか。

Sterneに お け るく書 くこと〉が このepigraphに 見 られ る精神を獲得

した こと(つ ま り笑ひの 精神の発見 と いふ こと)が,結 局 このRomctizce

の意 味す るところであ る。 この時笑 ひ とは,彼 が ε勵 を書いてゆ く場

合 の内的 うながしであ り,彼 の方法 であった。〈書 くこと〉が 自己発見v'

つ なが る行為 であ ることを,1758年 末か ら1759年 初 めにかけてのわつか一

ヶ月に も満 たぬ間V',Stemeは 示 した ので ある。

〔註〕

本 稿 は 大 阪大 学 英 文 学 会 第 四 回大 会(昭46年11月7日)に お け る研究 発 表 草 稿 を基

に した が 殆 ん ど全部 書 き直 した もの で あ る 。

Text:ASENTIMENTALTOURNEYThroughFranceandItalytowhichare

addedTHEJOURNALTOELIZAandAPOLITICALROMANCE.Ed,by

IanJack(OxfordU.P.,1968)
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伝 記 的 事 項 はW・LC・ ・ss;TheLifeandTimesofLaurenceSterne(N・wY。,k/

Russel&Russel,1967)

に 拠 っ た 。

(1)ArthurH.Cash,"SterneasaJudgeintheSpiritualCourts:TheGroundwork

ofノ[PoliticalRomance",inEnglishWritersげtheEighteenthcentury
,ed.by∫ohn

H.Middendorf(ColumbiaU.P.,1971)p .19et.al.

(2)Ibid.p.25.な お 引 用 の 手 紙 はLettersofLaurenceSterne,ed。byL .P.Curt量s

(Oxford,1965),p.147.参 照 。 『 噛

③APoliticalRomance,p.205.`John's'Desk'と し て 暗 示 。

(4)Horace;Satires,1.X.14-15.(LoebClassicalLibrary)p.116._`Jestingoftcuts

hazdknotsmoreforcefullyandeffectivelythangravity'
.

(5)LodwickHaztley;L¢ureneSterne,abiographicalessay .(ChapelHill,1968)p.72.
`F
romnowonthedemonofwritingwastobeinhisblood

.'

(6)"LetterTo?CaesarWard,"L.P.Curtis,op.cit.,p.68.

⑦H…iFl・ ・h壱・e;LaurenceSterne:FromTristramt・y・ruk,(0瓩 ・・d
,・965)p.206.
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